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代表的なものである。 日本におけるこうした特殊地域へのまわりからの侵入植物やその適

応変型などについての実地研究は， まだまだ不十分であると言わなければならない。

南アルプスでの石灰岩のしめる地域は限定された狭い地域ではあるが， 他とかけ離れた

特殊フロラを形成しているので， 筆者は， ここでそのフロラを特徴づける植物を石灰岩地

域要素 (Limestone Region Elements) と呼ぶとともに， その実態や成因についても考

察した。

(1) 南アルプスにおける石灰岩地域と所産植物

以下， 白岩岳， 大武JII, 戸台川白岩， 幕岩， 燕岩， 豊口山方面の順に石灰岩地フロラの

実態について述べる。

(A) 白岩岳 (2,267m)

白岩岳は長野県諏訪郡落合村と上伊那郡美和村との郡境に位置する釜無山脈の主峰であ

る。 白岩岳の海抜は約2,300 mであるので甲斐駒ヶ岳， 仙丈ヶ岳， 北岳などにくらべると

低海抜地である。

南アルプスでは， この程度の海抜における植物の垂直分布ではシラピソ帯に入るのが普

通である。 筆者はこのシラビソ帯は， 南アルプスで下から順にコメツガ亜帯 (Tsuga 

diversifolia subzone) , シラピソ亜帯 (Abies veitchii subzone) , オオシラピソ亜帯（

Abies mar花sii subzone) の三つに分けることができると考えている 一次号に続く 一
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